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　恒例の「もみじまつり」も32回目を開催さ
せて頂きました。
　今年は８日・９日の土日２日間で実施し、
洞川会場では、景品の当たるウォークラリー
を11月１日～11月９日まで毎日開催しました。

　メイン会場では、恒例のヘリコプター遊覧・お
食事模擬店などの物産展、会場駐車場から北角ま
での無料シャトルバス運行、くず湯の無料サービ
スに加え、友好交流都市である枚方市物産販売や
和太鼓「龍王」演奏が行われました。
　また今年は、メイン会場から洞川温泉会場へ移
動する参加者の利便性向上のため、観音峯登山口
休憩所から洞川温泉バス停までの無料シャトルバ
スの運行も行いました。

　紅葉に関しては、９月から気温の低い日が続き、冷え込む時期も早かったため、例年よりも始
まりが早く、イベント開催日まで葉が残るか心配しましたが、もみじまつり開催の頃にピークを
迎え最高の錦秋を楽しむことができました。
　イベントに関しては、２日目が雨天であったため参加者は例年に比べて少なく、２日間で
5,500人程度の人出となりましたが、吉野警察署や吉野土木事務所のご協力により大きな交通渋
滞が発生することもなく、天川村商工会・大峯山洞川温泉観光協会・天川村女性の会の皆さんの
ささえにより、イベント期間中は事故もなく終えることができました。
　みなさんどうもお疲れ様でした！

嬉しいお知らせ
＊もみじまつりのボランテ
ィアスタッフを募集しまし
たところ、２年ぶりに応募
があり、今回、大淀町にお
住まいの中窪大喜さん（高
校３年生）に、ヘリコプタ
ー受付と葛湯サービスを２
日間お手伝い頂きました。
この紙面により紹介とお礼
を申し上げます。

第32回「天の川もみじまつり」開催！
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　10月18日（土）紅葉の稲村ヶ岳写真撮影ツアーを開催しました。鮮やかに色づいた大峯奥駈道が
見渡せる紅葉の稲村ヶ岳での風景写真の撮影に挑戦するため、講師に写真家の米谷昌浩先生と林幸恵
先生をお迎えし、早朝から12人の参加者のみなさんと稲村ヶ岳を目指しました。山上辻にある稲村
ヶ岳山荘までひたすら登り、早めの昼食を済ませて、一眼レフカメラやデジタルカメラなどで上手く
撮影するポイントを先生に教えてもらいつつ、それぞれ思い思いに稲村ヶ岳や大日山へ行き写真撮影
しました。今年は夏に雨が多く降ったことや台風の影響もあり山頂は紅葉が終わっている所もありま
したが、参加者のカメラには壮大な山々の景色と紅葉に心躍る写真を収めることができました。

　入湯税は、環境衛生施設、鉱泉源の保護管理施設及び消防施設その他消防活動に必要な施設の整備並び
に観光の振興（観光施設の整備を含む。）に要する費用に充てることを目的とした地方税（目的税）です。
　平成25年度の入湯税収入額11,085千円の使途状況は次のとおりです。
　○鉱泉源の保護管理施設・・・・天の川温泉源泉揚水ポンプ設置場所変更事業　　2,750千円
　○観光振興・・・・・自然環境保護巡視事業　4,435千円・観光関係活動補助金　3,900千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各事業の一部に充てられています）

大峯奥駈道世界遺産登録10周年記念事業　紅葉の稲村ヶ岳写真撮影ツアー

洞川エコミュージアムセンター自然観察会

〜　入湯税はこのように使われています　〜

稲村ヶ岳山荘前で自己紹介 撮影風景

稲村ヶ岳山頂 集合写真
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奥田八尋さんが瑞宝単光章を
受賞されました

　南日裏の奥田八尋さんが瑞宝単光章（ずいほうたんこうしょ
う）を受賞されました。
　これは、消防団員として長年に渡り活動してきた功績が認め
られた方に天皇陛下より贈られるものです。
　奥田さんは、天川村消防団へ昭和50年に入団、平成22年に退
団されるまでの35年間火事や災害等から地域を守ってこられま
した。
　永年の消防人としてのご活躍に感謝申し上げます。

秋 季 の 火 災 予 防 週 間 防 火 パ レ ー ド
　『もういいかい 火を消すまでは まあだだよ』
を統一標語に秋季の火災予防運動が11月９日から７日間に
わたり全国的に展開されました。
　村では、10日に天川村消防団、天川村、奈良県広域消防
組合により防火パレードを実施し、空気が乾燥する季節なの
で火の取扱いには注意してもらうよう呼びかけました。
　あわせて、天川小学校で防火ポスターの表彰式を行い、午
後７時からは、消防団員の消防技術の向上と士気の高揚を図
ることを目的に各分団による一斉放水訓練を行いました。
　家庭や職場でストーブなどの暖房器具を使用する機会が多
くなる季節ですので、暖房器具の近くに燃えやすいものを置
かないように心がけ、火災予防運動期間中だけでなく日頃か
ら火の元には十分に注意しましょう。
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防災 てんかわ
第29回
◆ 大雨時等の避難判断基準（水位計） ◆

　台風や集中豪雨など大雨の際に、川の水位を確認する表示
板を洞川地区の６ヵ所の橋に設置しました。消防団を中心と
した水防活動の参考になるほか、浸水に備えた避難の判断材
料としていただければと思います。

　村では、今後、他の地区におきましても消防団や地区と相談しながら水位計の表示を進めていきます。

　天川村消防団　第１分団　分団長　宮田大一郎
　洞川地区に設置された6ヶ所の水位表示板は、大水が出たときに消防団などが水位表示を確認
し、役場と連携して水位を記録していくなど、将来的にも活用できる避難基準づくりになれば
よいと思う。
　そうしておくことで、消防団などが避難誘導を行う際に迅速・的確な判断が行えるようにな
ると考える。

◆洞川地区に水位表示板を設置しました

洞川地区

稲荷橋

大峰橋

ほたる橋 勢定大橋
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天川村国民健康保険からのお知らせ

平成27年１月から70歳未満の人の所得区分と自己負担限度額が変更されます。

　同じ人が同じ月内に一医療機関に支払った自己負担額が、下表の限度額を超えた場合、その超えた
分が支給されます。限度額認定証（住民税非課税世帯の人は「限度額適用・標準負担額減額認定
証」）を提示することにより、外来・入院とも個人単位で一医療機関の窓口での支払いは限度額まで
となります。

◆自己負担限度額の変更について
　所得区分を細分化することによって、それぞれの所得に応じた限度額負担になります。

【自己負担限度額（月額）】（平成27年１月から）70歳未満

※同じ世帯で「３回目まで」の自己負担限度額を過去１年間に４回以上支払った場合（多数該当）

限度額認定証
等の適用区分 所得区分

自己負担限度額

３回目まで ４回目以降※

上　位
所得者

ア
基礎控除後の所得が
901万円を超える
世帯

252,600円＋
（総医療費−842,000円）×１％ 140,100円

イ
基礎控除後の所得が
600万円を超え
901万円以下の世帯

167,400円＋
（総医療費−558,000円）×１％ 93,000円

一　般

ウ
基礎控除後の所得が
210万円を超え
600万円以下の世帯

80,100円＋
（総医療費−267,000円）×１％ 44,400円

エ
基礎控除後の所得が
210万円以下の世帯 57,600円

非課税 オ

市町村民税非課税世帯
（同一世帯の世帯主
及び国保加入者が、
市町村民税非課税の人）

35,400円 24,600円

高額療養費が変わります！
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◆限度額認定証について
　高額療養費制度を利用するためには、医療機関の窓口で、保険証と一緒に「限度額適用認定証」の
提示が必要です。
　忘れずに役場住民課国保係で認定証の交付申請をしてください。（保険税を滞納している場合は交
付されません。）
　認定証の有効期間は、申請した月の初日から７月末日までとなります。

申請に必要なもの
・国民健康保険証
・印鑑
※限度額認定証等は、交付申請をした月の初日から有効です。

ご不明な点は、役場住民課国保係までお問い合わせください。

　今年も残り僅かとなりました。
　住民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税の払い忘れは、
ございませんか？
　納期限日を過ますと督促手数料（80円）及び延滞金がかかります。
　税金のお支払いはお早めにお願いします。
　納付書の紛失等ご不明な点は、役場　住民課　税務係
　（☎63−0321）までお問い合わせください。

役場住民課税務係からのお願い
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　今月は調理実習を予定しております♪お子さま同士の遊び場に、また保護者の方の交流の場に、ぜひご参
加ください。お待ちしております！

※　�興味をお持ちの方、どなたでもご参加いただけますが、
準備の都合上、お申し込みをお願い致します。

※　持ち物・・・タオル・お茶・エプロン・三角巾　など
※　送迎を希望される方は、前日までにご連絡下さい。

　気温の変化が激しく、乾燥する冬にはインフルエンザに限らず、風邪や
感染性胃腸炎などの病気が流行しやすい季節です。
　感染予防をして、自分自身の健康を守りましょう。
　　●手洗い
　　●せきをしている人には近づかない（２ｍ程度以上あける）
　　●不要不急の外出は避ける、人込みや繁華街になるべく近寄らない
　又万が一かかってしまった場合でも、感染者自身の心遣いが、流行の拡大を防ぎます。是非咳エチケット
を実行して下さい。ご協力よろしくお願いします。
★咳エチケット★
　①咳がでたら、他の人にうつさないためにマスクを着用しましょう。
　②�マスクをもっていない場合には、ティッシュなどで鼻と口を覆い、他の人から顔をそむけて１ｍ以上離
れましょう。

　③鼻汁・痰などを含んだティッシュはすぐにごみ箱に捨てましょう。
　④咳をしている人にマスクの着用をお願いしましょう。
　村ではインフルエンザ予防接種について費用助成を行っています。対象等、先月号の広報に詳しくお知ら
せしていますので、ご覧下さい。

　臨床心理士による心の健康相談会を開催します。一人で抱えている悩みのある方、気持ちがすっきりとせず
不安のある方など、どなたでもお申込みいただけます。相談は無料で、個別相談となっておりますので、予約
制です。また、定員に達し次第受付を終了いたします。相談を希望される方は、下記までお申込みください。
　相談の内容などの秘密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

　日頃、頑張っている村民の皆さまを対象に、癒しのひとときとなれば、との思いを込めて「リラックスさ
ろん」を開催します。特別に何かをするわけではなく、お茶を飲みながら楽しくお話ししたり、プロによる
リンパマッサージや身体をほぐすストレッチをしたりする場所です。この機会に是非ご参加ください。
開催日：12月 4日（木）午後１時〜３時頃　ふるさとセンターつどい
　　　　12月18日（木）午後１時〜３時頃　ほほえみポート天川
※送迎もします。送迎を希望される方は前日までにほほえみポート天川までご連絡ください。

☆うさちゃんくらぶのご案内

☆感染症にご注意を！！

開催日：12月26日（金）　会　場：ほほえみポート天川
内　容：個別相談（臨床心理士の先生お１人との相談となります。）

日　　程 時　　間 会　　場 内　　容 申込み

12月３日（水） 10：30〜14：00 ほほえみポート天川 ○親子クッキング！
○わんぱくあそびをしよう♪ 必要

☆心の健康相談会のご案内

☆リラックスさろんのご案内
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　乳がんの個別検診の受付を実施しています。受診を希望される人は、ほほえみポート天川内健康福祉課
（☎63−9110）までお申込み下さい。
　○受　診　対　象　：　天川村に住民票をおく、40歳以上の女性
　　　　　　　　　　　　※受診回数は２年に１度とされています。
　　　　　　　　　　　　昨年受診された方は今年度受けることができません。
　○受　診　病　院　：　町立大淀病院、鎌田医院田園診療所（五條市）
　　　　　　　　　　　　※受診を希望される病院に各個人でご予約の上、受診ください。
　○個 人 負 担 金　：　1,500円
　○申 込 み 方 法　：　ほほえみポート天川窓口へお越し下さい。受診券を発行します。
　○申込み受付期間　：　平成27年２月28日まで
　　※�また、日ごろの自己検診が乳がんの早期発見にはとても重要です。正しい方法を理解し、日ごろから

実施するよう心がけてください。
　　※自己検診の方法についてのパンフレットをご希望の方は下記までご連絡ください。

　子宮がん個別検診の受付を行っています。この検診は、各医療機関での受診となります。子宮がん検診
（集団）に体調不良などで受診できなかった人も、この機会にぜひ受診ください。詳しくは、ほほえみポー
ト天川内健康福祉課（☎63−9110）までお問い合わせください。
　○受　診　対　象　：　天川村に住民票をおく、20歳以上の女性。
　○受　診　病　院　：　奈良県下で子宮がん（婦人科）検診を実施している医療機関
　　　　　　　　　　　　（個人でご予約の上、受診してください。）
　○個　人　負　担　：　2,000円
　○申 込 み 方 法　：　ほほえみポート天川窓口へお越し下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　受診券を発行します。
　○申込み受付期間　：　平成27年２月28日まで
　　下記の生年月日に当てはまる方は平成26年度の個人負担が無料となります。
　　この機会に是非受診して下さい。

☆乳がん個別検診のご案内

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。

連絡先　☎63−9110

☆子宮がん個別検診のご案内

乳がん検診
40歳　昭和48年４月２日〜昭和49年４月１日
45歳　昭和43年４月２日〜昭和44年４月１日
50歳　昭和38年４月２日〜昭和39年４月１日
55歳　昭和33年４月２日〜昭和34年４月１日
60歳　昭和28年４月２日〜昭和29年４月１日

子宮がん検診
20歳　平成５年４月２日〜平成６年４月１日
25歳　昭和63年４月２日〜平成元年４月１日
30歳　昭和58年４月２日〜昭和59年４月１日
35歳　昭和53年４月２日〜昭和54年４月１日
40歳　昭和48年４月２日〜昭和49年４月１日
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日　（天皇誕生日）

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 16	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 17	 水	 診　　察	 診　　察		

	 18	 木	  診察（松村医師）	  診察（西尾医師）	 リラックスさろん 13：00〜	 不　燃

	 19	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 20	 土

	 21	 日

	 22	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 23	 火

	 24	 水	 診　　察	 診　　察		  資源１

	 25	 木	 休　　診	   診察（西尾医師）		  資源２

	 26	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 27	 土

	 28	 日

	 29	 月

	 30	 火				    燃　焼

	 31	 水

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：30〜

粗　大
（予約）

　・ごみ収集　12月の予定表　　　 国保診療所・ほほえみポート天川

見える所に貼り、ご活用下さい。

脳トレーニング教室
心の健康相談室
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

　・ごみ収集　12月の予定表　　　 国保診療所・ほほえみポート天川

閉　　　　館　　　　日

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 １	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 ２	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 ３	 水	 診　　察	 診　　察	 うさちゃんくらぶ 10：30〜	

	 ４	 木	   診察（松村医師）	 休　　診	 リラックスさろん 13：00〜	 不　燃

	 ５	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 ６	 土

	 ７	 日

	 ８	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 ９	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 10	 水	 診　　察	 診　　察		

	 11	 木	 休　　診	   診察（西尾医師）		  資源２

	 12	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 13	 土	

	 14	 日	

	 15	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：30〜

＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

粗　大
（予約）

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：30〜

粗　大
（予約）
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　午前中に秋の村民グランドゴルフ大会を開催した後、午後から吉野郡民体育大会グランドゴルフ競
技出場選手選考会を開催しました。
　参加されました24名の皆さんは元気一杯に競技され、あっという間に終りました。
　なお、今回の選考会の結果は以下のとおりです。
　※上位12名を掲載

※同点の場合は１打あがりの回数が多いほうが上位、同数の場合２打、３打を判定

順位 氏　　　名 スコア １打 ２打 ３打

１ 中　西　里　美 38 １ ８ ５

２ 堀　口　明　夫 40 １ ４ 10

３ 大　前　ミエ子 44 ０ ６ ８

４ 片　岡　長　三 44 ０ ５ 10

５ 中久保　照　幸 45 ０ ６ ７

６ 山　田　健　次 45 ０ ６ ７

７ 片　岡　忠　志 45 ０ ５ ９

８ 田　中　武津子 46 ０ ６ ７

９ 堀　井　智津子 46 ０ ５ ９

10 森　本　和　恵 46 ０ ５ ８

11 堀　井　スミ子 46 ０ ４ 10

12 林　谷　勝　征 47 ０ ６ ５

スポーツの秋　グランド　ゴルフ大会 開催結果  　
吉野郡民体育大会グランドゴルフ　競技出場選手選考会開催結果
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　当初予定しておりました10月13日は、台風の影響で延期となり、10月19日に秋の村民グランド
ゴルフ大会を開催いたしました。
　46名の参加者に楽しんで頂くことが出来ました。

　（一般の部）10位まで掲載　　　　　　　　　　（子どもの部）３位まで掲載

※同点の場合は１打あがりの回数が多いほうが
　上位、同数の場合２打、３打を判定

順位 氏　　　名 スコア

１ 堀　井　スミ子 38

２ 片　岡　忠　志 39

３ 片　岡　スミ子 39

４ 中　西　里　美 40

５ 平　上　ヤス子 41

６ 片　岡　長　三 42

７ 弓　場　文　雄 42

８ 森　本　和　恵 43

９ 中　西　隆　司 44

10 鹿　尾　善　治 44

順位 氏　　　名 スコア

１ 原　　　　　崇 51

２ 植　田　大　喜 52

３ 山　田　ほのか 56

入賞者及びスコア結果

スポーツの秋　グランド　ゴルフ大会 開催結果  　
秋の村民グランドゴルフ大会開催結果
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◇10月16日（木）サツマイモ収穫
　サツマイモを植えてから約５か月経ち、天川
小学校のみんながサツマイモの収穫に来てくれ
ました。
　台風も大きな被害なく通過し、朝の冷え込み
も厳しくなりましたが、この日は早朝から爽や
かな秋晴れで、まさに収穫日和！！！
　こどもたちは軍手にビニール袋を持ってやる
気十分！
　会長からのあいさつと、こどもたちの元気な
掛け声と共に収穫スタートです。

　農業委員さんに教えてもらいながら、おそる
おそる土を掘るこどもたち。土から大きなサツ
マイモが出てくると「先生〜！見て見てー！」
ととても喜んでいました。

　こどもたちの楽しそうな姿に農業委員の方もにっ
こり笑顔♪みんなの笑顔で溢れたサツマイモ収穫で
した。
　こどもたちが１人３つずつ持って帰って、残りの
サツマイモは給食でみんなに食べて頂く予定です。

天川村農業委員会だより
〜天川村特産物奨励事業〜 VOL.５
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　枚方市と天川村は七夕伝説交流のまちとして平成11年に市民交流を進めることを宣言しました。
　この市民交流の一環として、グラウンドゴルフを平成23年度から交互開催し、第４回目は、10月
10日に枚方市の伊加賀スポーツセンターで開催され、天川村からは、23人の選手が参加し、さわや
かな秋空の下、楽しくプレーしました。

写真は開会式（竹内枚方市長）と始球式（若月枚方市老人クラブ会長）のようす。

　上の写真は表彰式のようす、残念ながら上位表彰者は枚方市老人クラブの選手で独占されました
が、天川村冲金の堀井里江さんが、参加者最高齢者で特別表彰されました。
　枚方市老人クラブ連合会・枚方市福祉部・枚方市グラウンドゴルフ連合会その他関係者の皆様あり
がとうございました。

全プレーヤーが真剣に楽しくプレーいたしました。

第４回　枚方市・天川村
交流グラウンドゴルフが開催されました。
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12月10日は「人権デー」、12月４日〜10日は「人権週間」
　国際連合は、昭和23年（1948年）第３回総会で世界人権宣言が採択されたのを記念し、第５回総
会において採択日の12月10日を「人権デー（Human  Rights  Day）」と定めるとともに、全ての
加盟国にこれを記念する行事を実施するよう呼びかけています。
　法務省と全国人権擁護委員連合会は、毎年、関係機関等の協力を得て、「人権デー」を最終日とす
る１週間（12月４日から10日まで）を「人権週間」と定め、人権尊重思想の普及高揚のための啓発
活動を全国的に展開しています。

【特設人権相談所の開設】
　天川村では下記の日程で、特設人権相談所を開設します。
　人権に関するご相談のある方は、ご利用下さい。

日　　時　平成26年12月４日（木）13：30〜15：00
場　　所　天川村山村開発センター
　　　　　天川村人権擁護委員
　　　　　・梶本　清英（坪内）　・南　たづ子（栃尾）

【中学生人権作文表彰式と人権を考えるつどい】
日　　時　平成26年12月７日（日）
　　　　　12：30〜15：45（12：00開場）
場　　所　宇陀市文化会館
　　　　　宇陀市大字陀拾生871番地
内　　容　全国中学生人権作文コンテスト奈良県大会表彰式
　　　　　一日人権擁護委員「麻倉ケイトさん」による講演
　　　　　宇陀市内中学校吹奏楽部による演奏
申し込み　不要（未就学児についても入場可）
主　　催　奈良県人権啓発活動ネットワーク協議会
　　　　　（奈良地方法務局・奈良県人権擁護委員連合会・奈良県）
お問合せ　奈良地方法務局人権擁護課　☎0742−23−5457

① ② ③ ④
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I N F O R M A T I O N

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
が
発
注
す
る
物
品

調
達
及
び
役
務
提
供
業
務
の
契
約
に
関
す
る

競
争
入
札
等
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。

○
対
象
業
種

・
物
品
調
達

　

�

登
録
品
目
は
要
領
の
物
品
種
目
別
一
覧
に

よ
り
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
役
務
提
供
等

　

�

登
録
業
種
は
要
領
の
役
務
業
種
別
一
覧
に

よ
り
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
有
効
期
間

　

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
有
効

○
申
請
受
付
期
間

　

平
成
27
年
２
月
２
日
か
ら

　

平
成
27
年
２
月
25
日
ま
で

　

�

（
土
日
祝
日
を
除
く
平
日
の
午
前
９
時
か

ら
正
午
・
午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
の

間
。
持
参
ま
た
は
郵
送
に
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
）

○
要
領
・
申
請
書
類
等

　

�

要
領
と
申
請
書
類
は
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�

（http://w
w
w
.naraksk119.jp/

）
か

ら
『
平
成
27
年
度
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

物
品
調
達
・
役
務
提
供
等
競
争
入
札
等
参

加
資
格
審
査
申
請
要
領
』
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
施
設

管
理
課
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

�　
な
お
、
平
成
27
年
１
月
30
日
を
も
っ

て
、
平
成
26
年
度
の
入
札
等
参
加
資
格
申

請
を
終
了
し
ま
す
。

○
申
請
場
所
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

　

橿
原
市
慈
明
寺
町
１
４
９
番
地
の
３

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

　

３
階
総
務
部
施
設
管
理
課
契
約
係

　

☎
０
７
４
４
︱
27
︱
０
１
１
９

　

平
成
26
年
度
の
応
急
手
当
普
及
員
講
習
を

開
催
し
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

左
記
要
領
に
よ
り
最
寄
り
の
消
防
署
に
受
講

申
込
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〜
応
急
手
当
普
及
員
と
は
〜

　

応
急
手
当
普
及
員
自
身
が
所
属
す
る
事
業

所
（
デ
パ
ー
ト
、
劇
場
、
ホ
テ
ル
等
多
数
の

者
の
出
入
り
す
る
事
業
所
）
の
従
業
員
、
及

び
地
域
の
団
体
（
自
主
防
災
組
織
や
そ
の
他

の
各
種
団
体
）
な
ど
を
対
象
に
、
消
防
機
関

と
連
携
し
て
、
救
命
講
習
の
指
導
を
実
施
で

き
る
方
の
こ
と
で
す
。

応
急
手
当
普
及
員
講
習
（
講
習
別
及
び
日
程
）

◆
応
急
手
当
普
及
員
養
成
講
習

　

平
成
27
年
２
月
３
日
（
火
）
か
ら

　

平
成
27
年
２
月
５
日
（
木
）

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

応
急
手
当
普
及
員
再
講
習

　

平
成
27
年
２
月
６
日
（
金
）

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

講
習
開
催
場
所

　

か
し
は
ら
安
心
パ
ー
ク

　

橿
原
市
東
竹
田
町
２
２
４
番
地
の
１

申
込
期
間

　

平
成
27
年
１
月
５
日
（
月
）
か
ら

　

平
成
27
年
１
月
20
日
（
火
）

申
込
場
所

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
各
消
防
署

お
問
合
せ
先

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

　

救
急
部 

救
急
指
導
課

　

☎
０
７
４
４
︱
26
︱
０
１
１
６

実
施
要
領
及
び
申
込
用
紙

　

�

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
込
用
紙

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.naraksk119.jp/

　

手
軽
に
移
動
で
き
便
利
な
石
油
ス
ト
ー
ブ

で
す
が
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
口
金
が

緩
み
、
灯
油
が
漏
れ
て
引
火
す
る
火
災
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
給
油
の
際
は
、
今
一
度

口
金
が
し
っ
か
り
と
し
ま
っ
て
い
る
か
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
使
用
す
る
前
に
は
、
周
囲
の
整
理

整
頓
と
、
カ
ー
テ
ン
や
ふ
す
ま
等
に
近
す
ぎ

な
い
か
、
上
か
ら
物
が
落
ち
て
く
る
危
険
が

な
い
か
等
の
安
全
管
理
を
し
っ
か
り
し
て
か

ら
点
火
す
る
習
慣
を
つ
け
、
給
油
を
す
る
際

は
火
を
消
し
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

火
災
・
救
急
は
１
１
９

付
い
て
ま
す
か
？
住
宅
用
火
災
警
報
器

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合

　

下
市
消
防
署
天
川
分
署

　

http://www.nakayoshino.or.jp

　

か
つ
て
わ
が
国
で
は
高
血
圧
症
と
並
ん
で

心
臓
弁
膜
症
は
心
不
全
の
主
な
原
因
で
し
た

が
、
医
療
の
発
達
に
よ
り
溶
よ
う
れ
ん
き
ん
か
ん
せ
ん
し
ょ
う

連
菌
感
染
症

の
後
に
起
こ
る
事
が
あ
る
リ
ウ
マ
チ
熱
が
激

減
し
た
為
に
患
者
数
は
減
少
傾
向
で
す
。

　

心
臓
に
は
右う
し
ん
ぼ
う

心
房
、
右う
し
ん
し
つ

心
室
、
左さ
し
ん
ぼ
う

心
房
、

左さ
し
ん
し
つ

心
室
の
４
つ
の
部
屋
が
あ
り
、
各
出
口
に

は
弁
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
炎
症
、
変

性
や
感
染
症
に
よ
る
機
能
障
害
が
起
こ
り
狭

く
な
る
と
狭
き
ょ
う
さ
く
し
ょ
う

窄
症
、
逆
流
す
る
と
閉
鎖
不

全
症
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

僧そ
う
ぼ
う
べ
ん

房
弁
は
左
心
房
と
左
心
室
の
間
に
あ

り
、
僧
房
弁
狭
窄
症
は
心
臓
弁
膜
症
の
代
表

で
す
。
心
臓
が
大
き
く
な
り
（
心し
ん
か
く
だ
い

拡
大
）
、

肺
の
鬱う
っ
け
つ血
の
為
に
息
切
れ
、
血け
っ
た
ん痰
や
動ど
う
き悸
が

起
こ
り
ま
す
。
幼
少
時
の
リ
ウ
マ
チ
熱
の
後こ
う

遺い
し
ょ
う症に
よ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
の
で
、
リ

ウ
マ
チ
熱
の
減
少
と
と
も
に
最
近
は
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

代
わ
り
に
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
従
来

は
少
な
か
っ
た
左
心
室
の
出
口
に
あ
る
大
動

古
く
て
新
し
い

心し
ん
ぞ
う
べ
ん
ま
く
し
ょ
う

臓
弁
膜
症

　
�

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
競
争

　
入
札
等
参
加
資
格
申
請
の
受
付

　

�

応
急
手
当
普
及
員
講
習
の
開
催

に
つ
い
て

　

�

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
安
全
な
取
扱
い
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お し ら せ

脈
弁
の
狭
窄
症
が
増
え
て
い
ま
す
。
大
動
脈

弁
狭
窄
症
は
リ
ウ
マ
チ
熱
や
生
ま
れ
つ
き
３

枚
あ
る
は
ず
の
大
動
脈
弁
が
２
枚
し
か
な
い

方
に
よ
く
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
、

加
齢
に
よ
る
弁
の
変
性
が
原
因
の
方
が
増
え

て
い
ま
す
。
左
心
室
か
ら
大
動
脈
へ
の
流
出

が
障
害
さ
れ
て
心
臓
の
壁
が
厚
く
な
り
ま
す

（
心し
ん
ひ
だ
い

肥
大
）
。
困
っ
た
事
に
無
症
状
の
時
期

が
あ
っ
て
、
放
っ
て
お
く
と
胸
痛
、
眩め
ま
い暈

や

息
切
れ
が
出
現
す
る
よ
う
に
な
り
、
い
っ
た

ん
症
状
が
出
ま
す
と
そ
の
後
は
急
に
悪
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

心
臓
弁
膜
症
は
進
行
し
ま
す
と
手
術
が
必

要
と
な
り
、
現
在
、
新
し
い
手
術
法
も
保
険

適
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。
手
術
の
場
合
は
、

実
施
時
期
の
決
定
が
大
変
重
要
に
な
り
ま

す
。
健
康
診
査
で
心
肥
大
、
心
拡
大
や
心
雑

音
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
訪
れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

奈
良
県
医
師
会

　

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

　

12
月
９
日
（
火
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
３
時　
　
　

予
約
不
要

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
（
内
科
部
会
）

　

12
月
10
日
（
水
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
３
時

　
整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
整
形
外
科
部
会
）

　

12
月
16
日
（
火
）

　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時

　
精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
精
神
神
経
科
部
会
）

　

12
月
18
日
（
木
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

　
場�

所　
奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階　

県
民
健

康
サ
ー
ビ
ス
室
（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら

北
へ
徒
歩
７
分
）

お
問
い
合
わ
せ
先
：
〒
６
３
４
︱
８
５
０
２

　

橿
原
市
内
膳
町
５
︱
５
︱
８

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

▼
募
集
種
目

　

陸
上
自
衛
隊　

高
等
工
科
学
校
（
男
子
）

　

一
般
採
用
試
験
（
一
次
試
験
）

○
応
募
資
格

　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
者

　

（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

※
対
象
は
男
子
の
み
で
す
。

○
受
付
期
間

　

平
成
26
年
11
月
１
日
（
土
）
か
ら

　

平
成
27
年
１
月
９
日
（
金
）
締
切
日
必
着

○
試
験
日

　

平
成
27
年
１
月
24
日
（
土
）

○
試
験
会
場

　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

　

（
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

○
試
験
種
目

　

筆�

記
試
験　

国
語
、
社
会
、
数
学
、

　

理
科
、
英
語
及
び
作
文

※�

二
次
試
験
は
平
成
27
年
２
月
上
旬
頃
の
予

定
で
詳
細
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
１
月

30
日
（
金
）
の
一
次
試
験
合
格　

発
表
後

に
ご
案
内
し
ま
す
。

▼
募
集
種
目

　
�

陸
海
空
自
衛
官
候
補
生
（
第
三
次
募
集
）

○
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

　

（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

※
対
象
は
男
子
の
み
で
す
。

予
約
必
要

予
約
必
要

○
受
付
期
間

　

随
時

○
試
験
日

　

平
成
26
年
12
月
14
日
（
日
）

○
試
験
会
場

　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

　

（
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

○
試
験
種
目

　

筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、
適
性
検
査
及
び

　

身
体
検
査

※�

詳
細
は
、
左
記
の
事
務
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
３
７
︱
０
０
０
４

　

�

五
條
市
今
井
五
丁
目
一
︱
一
二　

サ
ン
タ

ウ
ン
２
階　

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部

五
條
地
域
事
務
所

　

☎
０
７
４
７
︱
22
︱
３
７
８
９

　

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

予
約
必
要

地域福祉ボランティア基金
金、２００，０００円
洞川　大西　和志  様

（亡妻、靜香様ご供養として）

ありがとうございました

　

�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

�

平
成
26
年
度

　

自
衛
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ
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　幼稚園では、廃材や秋の自然物を使っていろいろなものを制作しています。10月に、親子遠足で天
王寺動物園に行ったときに見た動物達、ケーキやパフェなど、発想豊かな子ども達の作品がたくさん
並んでいます。一人一人の作品や友だちと協力しながら出来上がった作品は、どの作品も子ども達が
一生懸命考えながら毎日少しずつ取り組んだものです。幼稚園に動物園やお菓子屋さんがオープンす
るのも間近です。

　毎年恒例のなかよしお遊戯会を下記の日程で実施します。
　子ども達の合唱・遊戯・劇など、幼稚園生活の中で取り組んできたことを発表します。
可愛い子ども達が元気いっぱい表現する姿に、温かいご声援をお願いします。

＊日時　　平成26年12月６日（土曜日）　午前10時

＊場所　　天川幼稚園遊戯室

＊内容　　遊戯　合唱　合奏　劇など

子ども作品展コーナーもありますので、ご近所お誘いあわせの上、ご来園ください。

幼稚園だより

芸 術 の 秋

なかよし　お遊戯会開催について

いろいろな
動物が
いっぱい！

本当に食べたくなるようなお菓子や
パフェ。おいしそうでしょ！

ここはどうしようかなあ？　何でくっつける？
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平
成
23
年
の
紀
伊
半
島
大
水
害
か
ら
３
年
が
経
ち
ま
す
。
災
害
時
、
が
け
崩
れ
等
で
道
路

が
寸
断
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
や
、
崩
土
の
除
去
、
法
面
の
対
策
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
災
害
復
旧
工
事
が
、
今
も
吉
野
土
木
事
務
所
の
天
川
・
黒
滝

復
旧
復
興
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
チ
ー
ム
は
こ
れ
以
外
に
も
、
道
路
を
拡

幅
す
る
工
事
、
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
工
事
、
ト
ン
ネ
ル
・
橋
り
ょ
う
の
補
修
工
事
等

を
日
々
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
天
川
・
黒
滝
復
旧
復
興
チ
ー
ム
を
紀
伊
半
島
大

水
害
の
直
後
よ
り
率
い
て
こ
ら
れ
た
西
宏
之
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

奈
良
県
吉
野
土
木
事
務
所

天
川
・
黒
滝
復
旧
復
興
チ
ー
ム　

係
長

　

西に
し　

　

宏ひ
ろ　

之ゆ
き 

さ
ん

災
害
時
の
吉
野
土
木
の
動
き

　

気
象
庁
よ
り
大
雨
注
意
報
も
し
く
は
警
報
が
発
令
さ
れ
る
と
、
事
務
所
に
て
水
防
体
制
に
入
り
ま
す
。
そ
し
て
、
道
路
・
河

川
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
適
宜
行
い
、
安
全
の
確
認
を
し
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば
、
紀
伊
半
島
大
水
害
で
深
層
崩
壊
し
た
南
日
裏
地

区
の
「
あ
し
の
せ
」
（
天
川
中
学
校
対
岸
）
災
害
復
旧
工
事
の
現
場
は
、
大
雨
が
降
れ
ば
今
で
も
、
あ
し
の
せ
谷
か
ら
崩
壊
し

た
土
砂
が
道
路
面
に
流
出
し
て
一
般
車
両
が
通
過
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
累
積
雨
量
と
災
害
現
場
の

状
況
等
か
ら
「
通
行
止
め
」
の
判
断
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
出
水
等
で
被
災
箇
所
が
発
生
す
る
と
、
早
急
に
対
策

工
事
が
実
施
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と
速
や
か
に
協
議
を
行
い
、
復
旧
に
務
め
て
い
ま
す
。

復
興
の
進
捗
は

　

現
在
、
「
あ
し
の
せ
」
災
害
復
旧
工
事
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
ま
す
。
復
旧
工

事
の
主
な
内
容
と
し
て
、
深
層
崩
壊
し
た
崩
土
除
去
工
事
、
法
面
対
策
工
事
、
谷
筋

の
流
路
工
事
、
そ
し
て
、
橋
り
ょ
う
「
盛
長
橋
」
の
復
旧
工
事
で
す
。
こ
れ
ら
の
復

旧
工
事
の
完
了
時
期
は
、
平
成
27
年
度
末
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
に
つ
い
て

　

私
が
天
川
村
に
単
身
赴
任
し
て
き
て
、
は
や
３
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
ま
で
復

旧
工
事
を
順
調
に
進
め
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
村
民
と
地
権
者
の
み
な
さ
ま
が
復
旧

対
策
を
理
解
し
、
長
期
に
渡
っ
て
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
あ
る
と
、
本

当
に
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
復
旧
中
半
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
多
く

の
み
な
さ
ま
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
天
川
・
黒
滝
復
旧
復
興
チ
ー
ム

一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
職
務
を
遂
行
し
て
参
り
ま
す
。
チ
ー
ム
名
に
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
「
復
旧
（
も
と
の
形
に
も
ど
す
）
」
に
止
ま
ら
な
い
、
「
復
興
（
再
び
賑

わ
い
を
興
す
）
」
へ
と
繋
げ
て
い
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

天川・黒滝復旧復興チーム


